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□主として「知識」に関する問題はおおむね定着しています。特に地球、生命

の分野についてはよく身に付いています。 

□観察、実験の結果を整理し分析して考察することについて、得られたデータと

現象を関係付けて考察することはよく身に付いています。前回の平成 27 年度

調査の時に課題として挙げられた「実験結果を見通して実験を構想する」、「実

験結果を基に自分の考えを改善する」においては改善の傾向が見られます。 

■主に「活用」に関する問題で、科学的な思考・表現において、実験結果を基

に分析して、考察を記述する問題に関しては、全国平均や長野県平均に比べ

てやや上回ってはいるものの、課題があります。平成 27 年度の調査での「考

察したことを一般化したり、理由等を文章で的確に記述したりすることに課

題」と同様に、今回も実験結果を基に考察しそれを記述することに課題があ

ります。これは質問紙の「考えを人に説明したり発表したりしていますか」

で、平成 27 年度に比べて低下していることと関係があると考えられます。  

■既習の学習内容について、実際の自然や日常生活の中でどのように使われて

いるか、また、それをどのように活用していくか、そういった活用能力に課

題があります。これは質問紙の「理科で学習した事を普段の生活の中で活用

できないか考えている」で、「当てはまる」と回答した児童が減少しているこ

とと関係があると考えられます。        

 

 

１ 調査問題２  ⑶（地球に関する問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

 一度に流す水の量と棒の様子から、

流れる水の量が増えたときの地面のけ

ずられ方を選び、選んだわけを書く問

題です。この問題では、「外側だけが

けずられる」を選択した誤答が多くあ

りました。実験結果を正しく分析して

捉えることに課題があると考えられま

す。また、「外側も内側もけずられ

る」と正しく選択できても、そのわけ

を正しく書くことができない誤答が多

くありました。実験結果を基に分析し

て考察し、その内容を記述することに

課題があると考えられます。 

 

⑵ 指導の改善・充実に向けて 

 例えば、問題にあるように溝の曲が

っているところの外側の棒と内側の棒

の倒れた本数から、どんな考察ができ

るかを話し合う学習活動が考えられま

す。このとき、内側はけずられないと

捉える方がよいのか内側はけずられた

と捉える方がよいのか検討する過程を   
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丁寧に扱いたいです。そして、記述に関しては、問題解決の様々な場面で

自分の考えを表現したり見直したりするなど活動の積み重ねが重要になり

ます。大雨が降ったら地面のけずられ方は変わるのではないかという疑

問、それに対する自分の予想とその根拠、調べるための条件整理、実験結

果の捉えから考察まで、問題解決の筋道を主体的に学ぶことができる授業

を日頃より心掛けていくことが大切です。 

 

２ 調査問題３  ⑷（エネルギ－に関する問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

   太陽の１日の位置の変化と光電池

に生じる電流の変化の関係につい

て、目的に合ったものづくりに適用

できるかを検証するために出題され

た問題です。 

水槽の中の水を冷やすために扇風

機を用いて、目的の時間帯だけモー

ターを回すため、太陽の１日の位置

の変化に合わせた切れ込みのある箱

の中で光電池の適切な位置や向きを

問われた問題に課題があります。 

生活経験を実際の自然や日常生活

などに適用することや既習の学習内

容の確実な定着が求められます。 
 
⑵ 指導の改善・充実に向けて 

   この問題にあるような、ものづく

りの活動においては、目的を明確に

設定した学習活動となるようにする

ことが大切です。そのために、児童

が実際につくったものが目的に合っ

ているか振り返り、必要に応じて修

正する活動を保証していくことの重

要性を意識して授業改善していくこ

とが大切です。 

更に授業の終末では、「授業で学

んだことを、身の回りの事象に当て

はめて考える」場面を積極的に取り

入れていく必要があると思います。 

  また、誤答の中には、午後１時頃

から午後３時頃の間にある太陽の位

置を正確に捉えていない児童がいる

と考えられることから、既習内容で

ある「日陰は太陽の光を遮るとで

き、日陰の位置は太陽の動きによっ

て変わること（「学習指導要領」理

科第３学年Ｂ(3)ア）」について確実

な定着を図ることが必要です。 

 
 
 


